
 

 

 

 高専誕生６０年！ 高専って？  魅力を探る！！  

高等専門学校「高専」は、大学と同じ高等教育機関であり、高校ではありません。５年間の一貫教育で、実

験・実習・実技を重視し、大学と同程度の専門的な知識・技術を身につけることができます。専科（学士課程）

もあり、実質的な「高・大一貫校」です。高専は元々「工業」「電気通信（情報）」「商船」の三分野で出発して

いたこともあり、ひと昔前までは理工学系や商船などの実践的技術者を養成するイメージが強くありました。

しかし、近年ではＩＴ革命にも即応し、すべての学科でコンピュータ教育が施されるようになっています。 

他にも時代のニーズに合わせる形で、情報デザイン学科、経営情報学科、コミュニケーション情報学科、国

際流通学科、生物応用化学科などの新しい学科が設置されている高専もあります。 

近隣では国立木更津工業高専(千葉県)や都立産業技術高専(荒川区他)があり、四中からの進学実績もありま 

高専と高校 違いは何？  

大きな違いは、「高校の３年間に対し、高専は５年間」という修学年限の違いがあります。高専では、１年生

から専門教育が施され､５年間の一貫教育の形で行なうため、プロフェッショナルとなるための専門的な知識を

習得することが可能です。高校卒業後に短大や専門学校へと進学した場合とでは、専門知識の量に差が出ます。 

２つ目に「学ぶ環境」の違いです。高校が広く社会に出るための教育であるのに対し、高専では技術者にな

るための実習を含む専門教育が施されます。そのため高校で教えるのは教員免許を持った教師であるのに対し、

高専はそれぞれの専門科の博士号を持った教員による授業です。学生で早いうちからスペシャリストと触れ合

う機会を持てる環境は高専の大きな魅力といえます。また、インターンシップも大変に盛んです。インターン

シップとは、学生が就業前に企業などで行なう「就業体験」で、高専では地域産業界や地方公共団体等と連携

し、例年約８０００人の学生がインターンシップを経験しています。商船系の学科を除くほぼすべての国立高

専がインターンシップを単位化している点も高校との大きな違いです。さらに海外に拠点を持つ企業の協力に

よって海外インターンシッププログラムもあります。渡航に際しては JASSO（独立行政法人日本学生支援機構）

からの奨学金や渡航支援金も受けられるため、将来海外での活躍を希望する高専学生の目標です。 

高専進学 メリットはこれだ！！  

まず挙げられることは「１５歳から専門分野の研究ができる」こと。中学卒業後から専門分野の研究ができ

るのは、興味のある分野や就きたい職業が決まっている人にとって大きな利点です。半導体工学やＡＩなどの

プログラミング、遺伝子工学や建築デザイン等、研究したい分野の専門家が直接教えてくれ、実習や実験用の

機材も充実しているなど研究に充分な環境が整っています。特に国立高専には企業からの技術相談・共同研究・

受託研究の制度やインターンシップも充実しているので、実践的なより高い技術を身に付けることができます。 

２つめは「国公立大学へ編入できる」ことです。ほとんどの国公立大学が高専からの編入を受け入れており、

３年次への編入(東京大学・京都大学は２年次）が可能です｡編入学とは､通常は入学に必要なセンター試験を受

ける必要がないということです。高専の卒業生の約４割が大学への編入を希望し、本科修了者のうち進学希望

者の進学率は９７.８％と驚異的な合格率を誇ります。複数の国公私立大学を受験することが可能なため、受験

機会の多さも利点のひとつです。特に長岡技術科学大学と豊橋技術科学大学は、主に高専卒業者を受け入れる

ために創設された学校なので、毎年多くの高専学生が進学しています。大学への編入の他にも、高専の専攻科 

（２年制）への進学の道もあります。 

３つ目は、「ほぼ１００％の就職率」です。高専学生の約６０％が就職しますが、就職率はほぼ１００％です。  

２０～３０倍にものぼる求人倍率と一流企業揃いの就職先の中でも、高専は非常に優位な就職状況です。専門 
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的な知識・技術を身に付けており、即戦力になる高専卒業者は、給与面でも優遇されるケースもあります。 

 

す。 

http://www.matsudo.ed.jp/mtd-4-j/


高専進学 デメリットはこれだ！！  

１つめは「進路の変更が難しいこと」です。専門分野に重きを置いたカリキュラムを履修する反面、別の分

野へと興味が移った際には進路の変更が難しい面があります。例えばほとんどの国立大学で編入を受け入れて

いますが、それは理工学部など専門学部でのこと。まったく分野が違う国公立大学の学部へと進学を希望する

際には、他の高校卒業生と同じくセンター試験を受ける必要があり独学での受験となります。 

２つ目は、高専学生は留年する人が多いことで有名です。旭川高専では２０１５～２０１７年度までの３年

間の留年率を平均２.０％と公表（HP旭川高専 Q&A）しています。全国の公立私立高等学校の留年率は全日制が

約０.２％ですから、ほぼ１０倍の留年率ということになります。留年が多い主な原因として「赤点が６０点な

こと」や、「レポートがあること」「出席日数を重視すること」です。高校ではテストが３０点以下で赤点にな

るのに対し、高専の赤点はハードルがかなり高いと言えます。また、高専が高校ではなく大学に近い、自由な

システムであることも考えられます。大学に近い代表的な特徴は、レポート制です。基礎科目だけでなく、専

門科目、実験の結果報告書などのレポート提出が必須。レポートが評価の対象となり、テスト重視の高校とは

違うため、能動的に勉強しない人には厳しいシステムとなっています。 

高専出身、益一哉・東工大学長に聞く！！ 朝日新聞 EduＡ 2022年 5月 8日第 59号より引用 

例年、高専卒業者を受け入れている東京工業大学の益一哉学長は、神戸市立工業高等専門学校（神戸高専）

の出身です。高専に進学した理由や在学時の思い出、現在の高専への期待や課題など語ってもらいました。 

小学生の頃から、目には見えない電気に興味を抱いていました。高校と大学計７年間で扱う内 

容を５年間にぐっと圧縮して学べる、入学したらすぐに専門的なことをやれる、という点に憧れ 

を感じ、高専に進みたいと思うようになりました。 

高専には、兵庫県内のいろいろな中学校から学生が集り、様々な考えを持った友達ができて、 

楽しかったですね。かなり多様性に富んだ環境だったと思います。同級生とは今も会って親交を 

深めていますが、彼らは様々な職に就いて社会に貢献しています。もちろん起業した人もいます。 

当時の数学の授業では、２年生で高校数Ⅲレベルまでを学び、３年生になると大学の理工系科目に相当する内容を

学びました。普通の高校３年生は大学受験に向けた勉強をしている時期ですが、「俺は受験勉強しているんじゃない。

もうこんなことをやっているんだ。」と、ちょっと誇らしく思うようなところがありました。卒業後もさらに深く勉

強したいと思うようになりました。ノーベル物理学賞を受賞した江崎玲於奈先生の講演があり、ちょうど半導体を学

び始めた頃で、内容がよく理解できなかったことが大学への進学を後押しした面もあります。進学した東工大の講義

のレベルは高いと思いましたが、高専でしっかり基本を学んでいたので特に大きな問題はなく、何とかなりました。 

高専では、大学受験に影響されずに５年間の高等教育を受けられ、さらに高専の専攻科（２年）や大学にも進めま

す。高専の学生は大学受験の勉強をする代わりに、他のこと、自らが打ち込みたいと思うことに時間をうまく使って

いるのではないでしょうか。講演などで高専生と接した時に、彼らになぜ高専に行ったのと聞くと「すぐに何かを作

ってみたかった」「何々の技術を学びたいと思ったから」などと非常に楽しげに話します。そういったところは、昔

も、今も、そしてこれからも変わらないように思います。 

高専は 1 校あたりの規模がさほど大きくはないので、教員のパワーも分散せざるを得ません。コロナ禍を契機にオ

ンラインが縦横無尽に使えるようになったのですから、共通化できるところは進め、各高専の強みや特色を生かすこ

とに注力するとより強い高専になっていくと思います。学科構成には、もう少し柔軟さが必要かもしれません。日本

の産業全体でみると、製造業は GDP の約２割と言われています。東工大もそうですが、現状では設置されている学科

の大部分が昔ながらの製造業関連ではないでしょうか。世の中を先取りするのが教育です。「産業があって、それに

あわせて人材を育てる」のではなく「人材を育成して、その人材が新しい産業を興す」という発想は実は東工大の前

身である東京職工学校の設立理念でもあります。私は今、「挑み続け、未来を創る東工大」を念頭に全力投入してい 

ます。新しい未来を高専も一緒に創っていきたいというのが、私のひそかな願いでもあります。 

紙面の都合で載せられませんでしたが、HP「進路だより」には、高専「わが校の一押し」を掲出しました。ぜひご覧ください。 

著作権者への配慮から 

掲載を差し控えます 



 

高専「わが校の一押し」 紹介！！  各校のＨＰの「キーワード」より一覧にしました。 

 

学校名 都道府県 一押しの点 学校名 都道府県 一押しの点 

函館高専 北海道 未来のリケ女見つけます 苫小牧高専 北海道 大学院生に負けず受賞続く 

釧路高専 北海道 ｅスポーツ強豪校 旭川高専 北海道 収穫前に糖度・大きさ推定 

八戸高専 青森 「自主探究」全校で 一関高専 岩手 ＪＮＳＡ学生賞に輝く 

仙台高専 宮城 エコラン「くじら号」快走 秋田高専 秋田 ２０歳の野球部監督が白星 

鶴岡高専 山形 気象観測装置で３位特別賞 福島高専 福島  「廃炉創造ロボコン」最優秀賞 

茨城高専 茨城 高専バレー地区５Ｖ 小山高専 栃木 高専ロボコンで初優勝 

群馬高専 群馬 科学協会から研究採択 木更津高専 千葉 コンクリート工学大会で受賞 

東京高専 東京 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｺﾝﾃｽﾄで全部門Ｖ２ ｻﾚｼﾞｵ高専 東京(私立) ＥＶでレベル３に挑む 

産業技術高専 東京(都立) ロボットプログラミングでＶ 沼津高専 静岡 自転車・深海 研究幅広く 

長岡高専 新潟 インターハイ体操競技で新技術披露 長野高専 長野 インターハイ陸上投擲,ﾌｪﾝｼﾝｸﾞで活躍 

富山高専 富山 ラガーウーマン、走る 石川高専 石川 インフラテクコンで地域賞 

国際高専 石川(私立) AI を用いたサル対策で最優秀賞 福井高専 福井 青武寮周辺草刈りボランティア 

岐阜高専 岐阜 人命救助で表彰 豊田高専 愛知 ロボットアプリコンテスト優勝 

近大高専 三重(私立) インカレ陸上跳躍競技２冠達成 鳥羽商船高専 三重 農林水産業にＩｏＴ 

鈴鹿高専 三重 巨大円柱に風神雷神図 滋賀高専 滋賀(県立) 令和の時代の滋賀の高専 

大阪府大高専 大阪(府立) ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｺﾝﾃｽﾄで僅差で準Ｖ 舞鶴高専 京都 電波巡り通信局長表彰 

明石高専 兵庫 ＳＤＧｓで最優秀賞受賞 神戸高専 兵庫(市立) 暑さ対策 地域で実証 

奈良高専 奈良 ロボコンでキャプテン賞 和歌山高専 和歌山 防災教材開発し、優秀賞受賞 

米子高専 鳥取 池の浄化活動で表彰 松江高専 島根 マイクロプラスチックの影響研究 

津山高専 岡山 科学の五輪で文科大臣特別賞 広島商船高専 広島 船の自動航行に挑戦 

呉高専 広島 地域防災で活躍 徳山高専 山口 インフラテクコンで最優秀賞 

宇部高専 山口 工学技術とスポーツの融合 大島商船高専 山口 瀬戸内３商船漕艇大会ｱﾍﾞｯｸ優勝 

阿南高専 徳島 ｅスポーツ決勝大会進出 神山まるごと高専 徳島 ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ×ﾃﾞｻﾞｲﾝ×起業家精神 

新居浜高専 愛媛 ロボットソフト組込み競技銀賞 弓削商船高専 愛媛 離島工学 離島の課題を解決 

高知高専 高知 超小型衛星を開発 香川高専 香川 ＡＩ活用の送電線点検で起業 

有明高専 福岡 工作機械研究で奨励賞 北九州高専 福岡 農業用ロボ｢トマトロボ｣初優勝 

久留米高専 福岡 海洋プラごみ削減へ動画制作 佐世保高専 長崎 外来種ハチ研究で最優秀賞 

大分高専 大分 ミシン海外贈呈で表彰 都城高専 宮崎 空き家店舗 楽しく変身 

鹿児島高専 鹿児島 地元食材使いシェフグランプリ 熊本高専 熊本 鋼橋模型製作コンペで活躍 

沖縄高専 沖縄 難関ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｯｸｽ認定試験合格  



 


